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１．概要（Summary） 
無線ネットワークシステムにおいて重要な低消費電力・

小型無線センサ端末開発において、我々はこれまでイベ

ントドリブン型塵埃量センサを提案し開発を行ってきてい

る。イベントドリブン型塵埃量センサは、塵埃の変化に起

因するトリガースイッチを塵埃量センサに付加することで、

通常時はセンサを待機させ、塵埃量が変化したと考えら

れる時のみにセンサを動作させる。これにより、センサ全

体の平均消費電力の削減が可能となる。塵埃の変化に起

因するイベントとして塵埃量と人の動作には密接な関係

があることが知られており、人の動きに起因する室内の微

小な気圧変化をモニタリングすることで、塵埃量センサを

必要なときのみ動作させることが可能である。 
 
２．実験（Experimental） 
トリガーセンサと塵埃検出部を組み合わせたイベントド

リブン型塵埃量センサ端末を試作し、長期動作検証を行

った。トリガーセンサとして、AlN カンチレバーを用い、カ

ンチレバー製作のため用いたフォトマスクは、東京大学

VDEC の高速大面積電子線描画装置(F5112+VD01)を
用いて作製した。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

2 か月以上にわたる長期駆動を確認し、イベントドリブ

ン型塵埃量センサを用いることで無線センサネットワーク

システムによる塵埃量のモニタリングが実現可能になるこ

とを示した。 

 
４．その他・特記事項（Others） 
本研究の一部は NEDO プロジェクト「グリーンセンサ・

ネットワークシステム技術開発プロジェクト」によって行わ

れた。 
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